



















1 － 2 　日本からベトナム，タイへの輸出量の変遷
ここでは，200３年から201３年の港湾調査年報のデータをもとに，日本から











































































































































































1 － 6 　ベトナム，タイの 1億円当たりの輸出入トン数の変遷
ここでは，港湾調査年報と貿易統計で得られた，国別の年間の輸出入量を輸出
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2 － 2 　ベトナムの港湾の実態と課題
⑴ベトナムの港湾の実態
港湾では，ハイフォン港，サイゴン港，サイゴン新港，カイラン港，VICT





サイゴン港の ３ 分の 1 の大きさの船舶までしか入港できない。バース数は，
ハイフォン港が最も多く21バースであった。一方，最も少ないのは，サイゴ




千 t であった。輸出貨物量は，サイゴン新港が最も多く，22,9６３千 t を輸入
している。一方で，最も少ないのは，サイゴン港の５７0千 t であった。国内
の貨物の流動量である，移出・入量は，サイゴン港が最も多く，５,9６0千 t
であった。一方で，最も少ないのは，サイゴン新港の 0 t を除くと，ダナン
図表 6　2003年と2013年のベトナム，タイの 1億円当たりの輸出入トン数の比率
200３年（トン／億円） 201３年（トン／億円） 増加率
ベトナム（輸入） 14３9.18 828.4７ ５７.５７％
タイ（輸入） ６７4.4７ ６６1.88 98.1３％
ベトナム（輸出） ６11.７７ ５14.20 84.0５％






































ハイフォン 40,000 21 8 9,282 ５,５５4 4,899
サイゴン ６0,000 4 2 4,６2５ ５７0 ５,9６0
サイゴン新港 ３0,７90 ７ 11 22,9６３ 22,9６３ 0
ダナン 4５,000 11 2 1,５７７ 2,28５ 2,1６0






2012年は，３2６,000km となっており，この ６ 年間で約88,000km 増加してい
る。道路の舗装率は，2004年は，５8.00％であったが，2012年は，６６.３0％と
なっており，この間で約8.３0％増加している。高速道路の総延長は，2008年










2004年 200６年 2008年 2010年 2012年
道路総延長（km） 2３8,000 2６9,900 28７,７00 29５,100 ３2６,000
舗装率（％） ５8.00 ６0.３５ ５３.40 ６4.40 ６６.３0
高速道路総延長（km） 0 0 0 ５0 120











































200５年 200６年 200７年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年
線路総延長（km） 2,７６4 2,５84 2,５７７ 2,５７７ 2,５７７ 2,５７７ 2,５4７ 2,５44
機関車数（台） ３02 299 ３19 ３19 29７ 294 281 ３0３
貨車数（台） 4,49６ ５,011 4,91３ 4,901 4,88７ 4,8５３ ３,8５５ ５,３３2
貨物輸送量（t） 8,７8７ 9,1５３ 9,0５0 8,481 8,248 ７,8６2 ７.2３4 ７,0７６
出所：AJTP﻿Information﻿Center﻿HP,﻿http://www.ajtpweb.org
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⑵ベトナムの線路の課題
線路（鉄道貨物輸送）の課題は，ベトナム国内の線路の多くが単線であるこ
と。電化されていないことが挙げられる（2）。
これらのことが要因として，輸送時間が長くなることが考えられ，その結
果として，貨物輸送に多く利用されていないことが想定される。
（ 2 ）　久野（2014）『ベトナムの投資・M&A・会社法・会計税務・労務』，pp.６５-６６，
2014年，出版文化社。
